
高等部生活単元学習指導計画



２

指導計画作成上及び活用上の留意点

１．日常生活の中で役割を完遂する経験の乏しい子どもたちに，つとめて経験を拡大し深化させ

るように単元を構成した。

2．単元間の関連を図り前提経験を足がかりに自主的な学習意欲を高める素材を選定する。

3．勤労の体験を深め仕事の喜びや意義をわからせるように設定した。

4．実際の生活場面に反映する活動をとり入れた。

5．行事単元を中心に計画し，実践する活動の中で教師と子どもが共に活動する場面を多くする。

6．能力に応じてどの子どもも楽しく活動する役割の設定をする。

7．一学年や学級の活動に終ることなく学部・学級・グループ等の学習形態をとり入れるように

する。

8．活用にあたっては他教科や特別活動等と関連を図りながら，生徒の自主的活動を推進する。

４

単元の中で配慮する道徳徳目一覧
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－１６０－

高等部１学年４～５月

単
寺一■

ﾌ゚ロ

名

楽しい学校

(３２）

目
標

○

○

高等部へ入学した喜びを味わわせるとともに，高等部の生

徒としての自覚をもって積極的に行動できるようにする。

学校のまわりのようすがわかり

とができるようにする。

， すすんで環境を整えるこ

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．高等部の生活のし方を調べる。

(1)高等部の生活のあらましを調べる。

○タイムカード

○

○

○

あいさつのし方

日課表や時間割

朝の会や帰りの会

○早朝トレーニング

○ 高等部生になった決意

(2)学級の柿成を知る。

○

○

友だちや先生の名まえ

学習グループの細成

(3)身辺の整理をする。

○

○

○

座席 , ロッカー ， く一つ箱

更衣室の利用，服装や持ち物

学習用具や学級の道具の整とん

２歓迎会に参加する。

(1)歓迎会について調べる，

○

○

●

計画

日時，場所，方法

学級での準備

・係，レクリエーション，お礼の

ことば

(2)練得をする。

○

○

●

●

自己紹介のし方

氏名 ， 生年月日

家庭機成，趣味等

出し物の練習

歌 ，

，

かくし芸……

住所と通学路

○

○

○

○

○

○

新しい生活のあらましを具体

例をとおしてわからせ，高等部

の生活のめやすをもたせる。

朝の会，帰りの会などの話し

会い活動では，「思 つ たことや

考えたことを進んで話す」「友

だちの発言を笑わない」約束を

きめ

る。

ｙ 協力し合う雰囲気をつく

個人別の問題をは握して，日

常生活の指導と関連させ，習‘慣

として定着させる。

学部歓迎会をすることをわか

らせ ， 上級生との事前連絡を密

にさせて，参加のし方を工夫さ

せ
， 学級全員が協力し合って準

備をしたり実行したりする雰囲

気をつくる ◎

一人ひとりの長所をひき出し

みんなで楽しく ， 親しみをもつ

て上級生に接する方法を工夫さ

せる ◎

一人ひとりの言動を激励して

人前で恥ずかしがらずに行動し

・スライド

● ＶＴＲ

・タイムカード

●

●

日課表

作文用紙

･個人の持ち物

･招待状

・テープレコー

●

タ
や

個人記録簿

・カセット



’

(3)歓迎会に参加する。

3．学級の組織をつくる ０

(1)学級の係や当番を決める。

○ 必要な係や当番

０ 当番活動のすすめ方

○ 係の選出方法

○ 仕事の分担

(2)目標について話し合う。

○

０

○

学級の目標ときまり

自分の目標

希望や抱負

4．環境を整える。

(1)学校のまわりのようすを調べる。

○ 学校内の施設や道具

○ 学校の位置，学校周辺の様子

○ 通学路，友だちの家

(2)春の草木を調べる。

○ 学級園の整備

○ 木市見学，春の草花

○ 草花の植えつけ

5．小運動会について話し合う。

(1)小運動会の準備をする。

○ 係や仕事分担，練習と準備

(2)ロ亜塁壁適蓬］
(3)小運動会の反省をする。

6．学部生徒会に参加する。

(1)学部生徒会について調べる。

○ 意義，役員や委員と仕事内容

(2)役員のえらび方をしらべる ０

○ 立合演説会

高等部１学年４～５月

○

○

○

○

○

○

ようとする向信をつける。

生徒のわずかな発意，発想も

大蛎にとりあげていっしょに相

談し合って話し合いをすすめる

ことにより，話し合いに参加す

る喜びを味わわせすすんで活動

する意欲を高める。

日常生活の中より問題点をほ

り起こし,一人ひとりの長所を認

め励まし合うとともにがんばり

たいことに焦点をしぼって実行

できる目標になるよう助言する《

事前に生徒の経験を発表させ

知 つ ていること , 知らないこと

をIま握する。

植物に興味や関心の高い生徒

を各グループに配して学校周辺

を観察する観点を話し合わせる《

グループごとに草花の買い入

れから植えつけ，管理まで責任

をもたせ興味・関心を持続させ

るようにする。

グループや自分の分担の仕事

をとおして，高校生らしくてき

ぱきと自分の責任を果たそうと

する心構えをもたせる。

○ 生徒たちの発表をもとにしな

がら生徒会の意義について気づ

かせる ◎

○ できるだけ全員ができる仕事

を分担するように配慮する。

－１６１－

● 上級生の係分

担表

● 広用紙

・セロフ ア ンテ

－プ

・油性ペン

・カード

● ＶＴＲ

・スライド

● 地図（市街地

図，学校附近

図）

● 草花標本

･植物図鑑

● ＶＴＲ

・スライド

● 写真

● 画用紙

・タスキ



－１６２－

高等部２学年４～５月

単
元
名
新しい学年

(３２）

目

標

暖かい心をもって新入生を迎え，上級生としての自覚をもつ

とともに ， 学部の中心となって自主的にいろいろのことが推進

できるようにする。

学習活動・内容 留意点（「動き」の手だて） 備考

1．進級した抱負を話し合う。

(1)前年度の思い出を発表する。

○

○

心に残る行事

がんばったこと

(2)新しい学年への見通しをたてる。

○

○

○

今年のおもな行事

進級にあたっての決意

上級生としての役割

２歓迎会をする。

(1)歓迎会について話し合う

○

○

○

●

◎

新入生や新しい先生の名まえ

歓迎会の計画と内容

仕事の分担

買物・調理

営・司会…等

(2)歓迎会の準備をする。

○

○

○

出し物の練習

高等部を紹介する内容

新入生を迎えることば

○プログラム

○

○

●

招待状書きと配布

会場設営

①

● 会場設

名札・装飾・座席等

(3)歓迎会を開く。

○

○

●

●

当日の準備

会の進行

あいさつ・歓迎のことば

接待・レクリ エ 一シ ヨ ン

○

○

○

○

○

○

○

前年度にとりくんだ早朝ラン

ニングなど継続できた活動を認

め合い動機づけをする。

進級した決意をカードや作文

にまとめさせ，年度末のまとめ

の学習に活用する。

上級生としてのあり方をグル

一プでまとめて発表させる。

小さな思いつきでも，大事に

とり上げ，一人ひとりの欲求を

盛り上げて満足感を味わわせる

ことによって，自分たちの手で

会を運営しようとする意欲をも

たせる。

し

各グループのできばえを励ま

、 自信をもって積極的に計画

を推進するよう勇気づける。

招待状や名礼を全員で分担し

て書かせ，新入生への親しみを

もたせる。

教師もグループの一員として

加わり，グループ又は個人こと

に身体を動かして表現する機会

を作って，お互いにうちとけ合

うなごやかな雰い気をつくる ０

・スライド

●

●

●

●

ＶＴＲ

写真

作文用紙

力 ー ド

･新入生名望

●

●

●

色 紙

油性ペン

紙 ﾗア －プ

・セロファンﾃープ

●

●

●

絵の具

名礼立て

広用紙

・レコード

・カセット



｡油性ペン

・色テープ

・画びょう

高等部２学年４～５月

4．環境を整える。

（１）学級の整備をする。

。美化の工夫，掲示や展示

○諸道具の活用と整とん

（２）学級園の手入れをする。

ｏ学級園の配当と整備

。木市見学，買物

。草花の植えつけ

ｏあとかたづけ

Ｉ
Ｆ

｡前年度の係

分担表

ｏ前年度の係活動の経験を生か

して話し合わせ，生徒の希望に

そって，必要な係を決めさせるｃ

3．学級の組織をつくる。

（１）学級の係や当番をきめる。

ｏ必要な係と仕事内容

ｏ係の選出方法

ｏ当番活動のすすめ方

。仕事と分担，分担表

（２）今年度の目標について話し合う。

ｏ自主的な生活態度

ｏ学級の目標ときまり

ｏ自分の目標

｡植物図鑑

。草花標本

ｏ日常生活指導との関連を図り

一人ひとりに責任をもたせて活

動させる。

ｏ一人ひとりの良い点を認め合

い，自信をつけるとともに，生

徒自身でできることに目を向け

させ，目標をたてさせる。

ｏ日常の環境整美の状態につい

て，具体的な問題点や原因など

を調べさせ，環境整美の必要性

に気づかせる。

ｏ進んでできたことには，結果

のいかんを問わず勇気づけ，励

まし合う雰い気をつくる。

ｏ花園の管理は日常の係活動と

して定着させる。

ｏ上級生としてのリーダー意識

をもたせ，競技，観覧，応援な

どのし方を考えさせる。

。広用紙

・学部の指導の

重点

－１６３－

°ポスタ一

．投票用紙

｡ＶＴＲ

・スライド

･プリント

〕

。生徒の自治的活動意欲を高め

るため，できるだけ全員が何か

の役割を担うように配慮する。

。リーダーに選ばれるには，友

だちに協力と理解を求めること

が大事であることをわからせる

5．小運動会へ参加する。

ｏ小運動会の意義

。係と仕事分担

○練習と準備

ｏ反省（作文，絵）

6．学部生徒会をつくる。

（１）学部生徒会について話し合う。

ｏ意義，役員や委員と仕事内容

（２）役員を選ぶ。

ｏ立合演説会

。役員選挙



高等部５～６月

－１６４－

単
元
名

学習活動・内容

１．いろいろな仕事を調べる。

（１）家庭の11冒事について発表する。

ｏ両親の代蕪ｏ兄や姉の仕事

･身近な人々の仕事

（２）身のまわりの仕事を調べる。

ｏ身近な4t事

ｏ似た牡事の分類

（３）働く意義を考える。

ｏ収入ｏ家庭や牡会での役割

○社会への貢献

(4)自分のやりたい仕事を考え発表する

ｏ家庭での手伝い

将来の職業

校内実習の計uIiについて調べる。

(1)実斜の意義や目的を知る。

(2)今までの経験を発表する。

ｏいつｏどんなこと

(3)今年の計画を調べる。

ｏ期属ｏ期間ｏ実習内容

ｏ６月の実習言.画

(4)仕事分担毒する。

(5)笑得の心得について話し合う。

・態度（協力する態度）

（積極的な態度）

（殻後までがんばる態度）

○休憩時間のすぎしかた

はたらく生活

(３２）

目
標

ｏ宿狛学習や職場実習をとおして，自主的態度や協幻する態

度を養うと共に，測分の将来へ目を向けさせる。

・働くことの意義をわからせ，仕事を最後までやりとおす態

度を身につけさせる。

留意点（「動き_:の手だて〉

ｏ家庭内における家族の僻事の

様子毒観察させ，それぞれの役

割と仕事があることを理解させ

る。そのことから社会における

分業に目を句けさせる。

○分類の過程で，家庭生活と関

係する職会の:ﾉくみについて知

らせる。（家庭～魚屋一漁業）

ｃ弼親が働くことと，脚分の生

活との関係について考えさせる。

ｏ家庭において，自分にできる

仕事や，将来自分がしてみたい

仕事を富由に発表させる。

ｏ昨年度のスライドや８ミリなど

で様子を思い出させる。

ｏ校内実習，農作業合宿<６月）

職場実習（６月，１１月）など

今年度の計画を調べさせ，１年

間の見通しを持たせる。

ｏ実習内容を考えてグルーーピン

グをすすめる。

ｏあいさつ，返事，作業服の着

脱，衛生而など職場実習と関連

づけ･て理解させる。

備考

･ＴＰ

・社会科掛図

・カード

・スライト

。８ミリ映写機

｡スライド

・実習計画書



高等部５～６月

’

－１６５－

○ 言葉使い

3．校内宿泊の計画をたてる。

(1)校内宿泊について話し合う。

○ 目的ｏ日程ｏ内容

(2)必要な仕事を調べる。

○

○

食事のこんだて

グループ編成とリーダー選出

ｏレクリエーションの計画と練習

(3)係と役割分担をする。

○

○

食料品の買出しｏ食器の準備

会場準備ｏ部屋割り，その他

(4)宿泊学習の準備をする。

○

○

「

家庭で準備するもの

学校で準備するもの

校内実習をする。

校内宿泊をする。
Ｌ一一一一一一一 一一一ー－－－ー一一一一－－

『
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｊ

一

一

4．校内実習，校内宿泊の反省をする。

(1)使った道具の後始末をする。

(2)反省会をする。

ｏ楽しかったこと。

○

○

苦しかったこと

がんばったこと

◎

。

5．職場実習について話し合う。

(1)体験発表会をする。

(2)計画を調べる。

○ 目的ｏ期間ｏ実習職場

○

○

○

昨年の合同宿泊のスライドや

しおり等で様子を思い起こさせ，

話し合いの参考にさせる。

日程表やこんだてなどできる

だけ生徒の手で作成させる。

Iま

グループ編成やリーダー選出

， できるだけ生徒の意見や希

望をとりいれる。

ｏレクリエーションの内容につ

０

○

○

○

○

いては，生徒の話し合いに任す。

ひとり１役を割り当てる。

個人の持物は，記名してある

力〕確認する。

全員でさせる。

口頭で発表させたり，絵や作

文で発表させたりして，職場実

習への興味関心を育てる。

し

２年生は，昨年の体験を発表

, 1年生はそれを聞くことに

より参加への意欲を高める。

・スライド

●

●

しおり

広洋紙

･各人の持物

･作文用紙

● 写真

・スライド



高等部５～６月

－１６６－

○実習内容など

(3)実習職場の所在地を調べる。

。自宅から職場までの道順

。利用する交通機関

6．通勤訓練をする。

ｏ利)りする交通機関

ｏ道11ｍ

7．実押の準備をする。

8．

９．

１０

｡『I誌の普きかた。作業服の着

○
ｍ
②
③

脱練押。あいさつや返事のしかた

電話のかけかたなま

戸一一一一一一一一一一画｡一一ー＝

L鐘実雛窪Q-i

職場実習の反省をする｡

実制轄告会をする。

。ほめられたことｃ注意された

ことｏがんばったこと

印象に残ったことを絵や文章で書く

職場へのお礼を書く。

農作業合宿の計画を調べる。

(1)腰作業合祷について調べる。

ｏ目的ｏ闇時ｏ合宿地

。『;凝ｏ作業内容

(2)合宿の計画を調べる。

ｏ日稚の言･画ｏ食事のこんだて

○レクリュ・・ションの計画その他

農作業会術での生活について調べる。

(1)合楠の心得について調べる。

ｃ猫舎での態度

ｏ集団締助での態度

(2)必要な仕事について調べる。

ｏ宿舎でのｆ:事

。農作業時における仕事

ｏ市内地図を洞用して自宅や学

校からの道順を調べさせ，地図

の見方も指導する。

ｏ粟り物の時間や通勤に必要な

時撒を調べさせる。

ｏ交通安全に留意させる。

ｏ痔ち物に記名してあるか確認さ

せる。

ｏ電話は，宮宅，学校，会維へ

かけられるようにする。

◎保護者も一緒に職場での問題

家庭での問題について話し合う

ｏ職場での様子を書いた絵や作

文も一緒に送らせる。

・しおりをあらかじめ作成して

おき，それにもとづいて学習を

すすめる。

ｃ食事は，朝食２，昼食ユ，夕

食２の数で計算させる。

ｏ「協力する態度ｊ「責任をは

たす』ことをi,i'心に【ﾉて指導す

る。

ｏ合端生活におけるいろいろな

仕事を理解させることにより実

際場面での行動の見通しを持た

｡市内地図

°持刻表

・日誌

・作業服

。身分証明:喜零

。作文用紙

｡封簡

・しおり



高等部５～６月

○ 食事に関する仕事 せる 。

(3)係と役割分担をする。 〕 全員に係を割り当てる。

(4)部屋割りをする。 。 部屋の集団を全ての行動の単

位とする。

(5)リーダーを選出する。 フ グループ員の話し合いIこよっ

て選出させる。

1．農作業合宿の準備をする。

(1)自分の荷物を調べる。 ０ 着換えや作業服など全ての持 ･持ち物

○ 洗面用具ｏ着換えその他 ち物に記名してあるか確認させ

る。

(2)食料品等の買物に行く。 ◎ 各グループに購入品目を指定

[農j藍韮壷翌 して購入させる。

12．農作業合宿の反省をする。

(1)使った用具や道具の後始末をする。

(2)反省会をする。 ○ 具体的視点を示すことにより

○ 協力して生活できたか。 反省を容易にさせる。

○ 心得は守れたか。 ○ 生徒どうしに評価し合わせる。

○ 自分の係や仕事は責任を果たした ○ 反省されたことを臨海学校の

ｶｭ。 計画に生かすと同時に生徒に臨

ｏがんばったこと。印象に残ったこ 海学校の見通しを持たせる。

と◎

(3)お礼状をかく。 ０ 手紙を書けない生徒は，絵に

よって表現する。

13．「働くこと」についての感想文を書く ○ 校内実習，校内宿泊，職場実 ● 作文用紙

習，農作業合宿等を通して感じ
● 画用紙

たこと ， 思ったことを文章や絵

で表現させる。

－１６７－



高等部７月

－１６８－
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学習活動・内容

１，「臨海学校ｊの計画を立てる。

(1)臨海学校について話し合う。

目的，月的地，口時，口程他

12）学習の計画を立てる。

ｏ練習・準備の計画

ｏ日程の計間

２臨海学校周辺地の特色を調べる。

(1)目的地までの交通機関を調べる。

位置，距離，乗り物，経路他

目的地の様子を調べる。

自然，特産物，産業など

３臨海学校での生活について話し合う。

(1)生活グループを決める。

ｏテントグループ

ｏレクリエーショングルーープ

約束や心得を決める。

ｏ車中の態度ｏ集団行動

ｏキャンプ地の生活他

(3)必要な仕事を調べる。

ｏ仕事内容と係

ｏ役割分払

1．しおりを作る。

ｏ印刷と製本

ｏ読み合わせ

ｏ必要而項の記入

臨海学校

(４０）

目
標

。自然と親しむ共同生活を通して，互いの心をふれ合わせ

豊かな人間関係ができるようにする。

ｏ互いに仕事を分担したり，協力したりして物ごとを成:ﾉ遂

げる喜びを味わわせ，自主的な活動ができるようにする。

留意点（「動き』の手だて）

ｏ前年度の臨海学校のＶ'ｒＲや

スライド等を使い，臨海学校の

様子を思い出させて，意欲を高

めたり，学習の大まかな計画を

立てやすくしたりする。

地図やパンフレット，特産物

等を用意してイメージをはっき

りさせる。能力の高い生徒には

地図の見方語指導したり，低い

生徒には色ぬりをさせたりして

能力に応じた学習内容を考える。

グルーープや役割なぢはできる

だけ生徒の希望をとり入れるよ

うにするが，適材適所を考えて

決めさせる。

グループ名や約束や心得，必

要な枇事などを書きこめるよう

なプリントを用意し，‐‐人ひと

りに記入させる。

記入したプリントは，後でし

おりの中にとじこむ。

レクゾニーションの歌詞を香

かせたり，印刷をさせ方り，袋

と：>にさせたりして，．‐人ひと

りの能刀に応じた惟事をさせる。

備考

・ＶＴＲ

。スライｋ

。地陳Ｉ

・パンフレッ！、

･特産物他

･クレパス

・プリン１

・用紙

・クロステープ

・記入済みのプ

リント



(6)食事の献立を調べる。

ｏ献立や買い物

(7)荷作りをする。

高等部７月

・ダンボール箱

・ロープなど

5．準備や練習をする。

（１）健康状態を調べる。

体温，食欲，便通，疲労感など

・健康カード

｡校蹴蝋鰯｜
継続して調べさせる。｜

・必要な持ち物をﾘｽﾄｱｯプ｜
させ,個人用はできるだけ自分｜
で準備するように家庭と連絡を｜
とる。

。それぞれの用具や道具は分担｜
してそろえさせる。Ｊ

ｏ上級生は過去の経験に基づい

て準備や練習のリーダーシップを

とらせる。１年生は練稗を中心

にすすめさせる。

ｏ献立作成や買い物などは他教

科との関連を図りながら進める。

ｏ仕事の分担や，用途別の詰め

方などを協力してさせる。

ｏきまりや日程に従って楽しく

過ごさせる。

・式順

・営火長，火の

守などの配役

Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ

・プリント

・キャンプ用具

(2)自分の持ち物を調べる。

(3)共同で使う用具や道具をそろえる。

テント，炊飯用具，救急箱

キャンプファイヤーの道具など

(4)テント設営を練習する。

(5)キャンプファイヤーを練習する。

ｏ係分担と練習

ｏ迎え火，送り火の式の練習

ｏレクリエーションの練習

－１６９－

(2)夏休みの過ごし方について話し合う。

○規則正しい生活

○安全で健康な過ごし方

ｏ後始末は全員で仕事を分担し

てさせる。

ｏ進んでできたこと，くじけず

にがんばったこと，次の臨海学

校で気をつけたいことなどを中

心に反省させる。

ｏ主な行事を中心に，態度面，

学習面，目標の達成度などにつ

いて考えさせる。

ｏ夏の病気やその予防法，交通

安全，水難事故等，夏休み中の

安全で健康な過ごし方などにつ

いて考えさせる。

・夏休み課題帳

・日課表など

・買い物計両表

8．夏休みの生活について話し合う。

（１）一学期の反省をする。

・作文用紙

7．臨海学校の反省をする。

（１）使った用具や道具の後始末をする。

（２）反省会をする。

ｏ印象に残っていること。

ｏ仕事の反省と次回への意欲

6．臨海学校に行く。

ｏ水泳，炊飯，キャンプファイヤー他



－１７０－

高等部９～１０月
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学習活動・内容

１．典･休みの反省をする。

（１）生活面の反省をする。

ｏ楽しかったと.と。

ｏ規則i膳ﾉい生活

（２）学習の反省をする。

。夏休みの学習帳。日記｜

ｏ作文ｏ］：作など

２．二学期の計画をたてる。

山学級の役員や係を決める。

。委員艮・副委員長ｏ係｜
（２）二学期の日‘標を決める。

ｏ個人の目標ｏ学級の目標

（３）一学期の行事について調べる。

○逆助会○教育実習

ｃ宿泊学習。職場実習ほか

３．運動会について話し合う。

(1)昨年の運動会を思い出す。

ｏ場所ｏ応援ｏ参加種目

ｏ係その他

（２）連動の意義を話し合う。

ｏ身体の変化

・脈拍・呼吸。体温なぎ

ｃ健康と連動

・健康な皇活・病気の生活

・迎動と生活

運動 会

（４０）

|目
Ｉ

ＩＷ

。夏鋤休みの反省をしたり二学期の計画をたてたりすることに

より，見通しをもって生活できるようにする。

|･連

'一堕竺
動と．健康の関係がわかり，運動会に稚極的に参加する態

育てるとともに，’:､:､身の調和的発達を図る。

留意点〈『動き」の手だて）

０
０
○
。
○
○
０
０
Ｏ
Ｃ

r夏休み学習帳-1を中心にし

て反省させる。

絵や文を見て思い出させ，発

表させる。

休み'1ｺの生活をもとに，規則

1隙ﾉい生活について考えさせる

展示会をして，がんばったこ

とをお互いに認め合わせる。

役員や係を新たに決めること

により二学期の出発の心構えを

持たせる。

二学期当初の生活のあり方を

考えさせ，規則::畠しい学校生活

がすごせるようにする。

、二学期の行率を行事カードに

書いたり，行事ごよみを作った

りして見通しを持たせる。

’
０
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．
。
．
‘
・
Ｉ
・
・
‐
‐
０
‐
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昨年の辿勤会のＶＴＲやスラ

イドなどを参考にして思い出さ

せ，関心を高める。

実際活動をとおして変化に気

づかせる。また，運動後のさわ

やかさについても気づかせる。

病気と健康のときの生活や気

持ちのちがいについて~考えさせた

り，職場実習などをもとに健康

や運動の大切さを理解させる。

･夏休み学習帳

学科帳

作品

。学級組織表

係カー！

目標力

･行事予定表

刀

ＶＴＲ

スライ

体温計

聴診器

血圧計

備考



○ 日常の健康法

● 食事と栄養・運動と休養

(3)運動会の計画をしらべる。

○ 日時ｏ場所ｏ出場種目

○ 練習計画ｏ係など

4．運動会の練習や準備をする。

(1)組分けや係を決める。

０ 組分け

○ 応援団長

○ 学部種目

○ 必要な係

(2)練習や用具の準備をする。

○ 学部や全体練習

○ 種目や装飾に必要な道具

(3)案内状を作る。

。プログラムｏ案内状

Ｆ
P■－１ｰ戸一一一Fーーーーーー－－一一一一ーー一一－

可

Ｉ

運 動会に参加する。’１

Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－」

5．運動会の反省をする。

(1)用具の後始末をする。

(2)競技や係の反省をする。

○ がんばったこと 。

○ 思い出に残ったこと。

高等部９～１０月

○ 健康な生活をするため日常努

力していることを発表させる。

○ 朝のランニングについて賞賛

する ０

○ 運動会計画をもとにしてカー ･運動会計画

ドに記入したり，発表したりし

ておおよその見通しを持たせるｃ

● 笛 ● 扇

○ 友達，身長順，男女別，名簿 ● ハチマキ

順など，いろいろな組分けを考 ● 等級旗など

えさせる。

○ 希望をもとに，生徒の話し合

いで決めさせる。

○ 高等部の伝統種目となるよう

な「みんなが協力することが大

切」な種目を共に考える。

０ 組，男女，学年にｶﾕたよらな

いことを条件にして考え，決め

させる。

０ 他教科との関連を図ってすす ･必要な道具

める ０

○ 他教科との関連を図りながら

能力に応じて作らせる。

○ 小，中学部の児童生徒をリー

ドしたり，係の役目を果たすな

ど積極的に参加させる。

○ 捨ててよいもの，来年再び使

うものとに分けて，始末させる

○ 他教科との関連を図りながら ・原稿用紙

絵や文で発表させる。
● 画用紙

－１７１－



高等部 １０月

－１７２－

単
元
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学習活動・内蓉

1．秋の言然について話し合う。

（１）秋の火気を調べる。

。空の様子

ｏ気温の変化

ｏ太陽と日当り

(2)身近な植物や昆虫を観察する。

ｏ学級園や農園の植物

・種子の色や形

･葉や茎の色など

ｏ草むらの昆虫

。草にとまっている虫

･飛びまわる虫

｡鳴く虫など

2．秋の野IMIを観察する。

(1)野外学習についての計画を立てる。

ｏ場所

○道順

〈＞日程

・持ち物

(2)植物や昆虫の採集のし方を調べる。

。採集の道具

ｏ採集の方法

・模擬草むら

。昆虫のすみか

秋の自然

(２４）

目
標

ｏ秋の自然を観察し，季節の移り変わりと生活のつながりが

わかるようにする。

ｏ生物の成長や活動の様子に関心を持たせるとともに，自然

に親しみ，‘健康に過ごすことができるようにする。

留意点（『動き』の手だて）

ｏ日常活動における天気調べな

どを通して夏と比較させ，秋の

天気の特徴に気づかせる。

ｏ春に植えた植物の種子や葉な

どを観察させ，春と比較して気

づいたことを発表させる。

ｏ草むらの中を自由にかけまわ

らせ，草むらにはいろいろな昆

虫が見られるようになっている

ことに気づかせ，虫とりの楽し

さを味わわせる。

ｏＶＴＲや学習帳などを通して,

野外学習に対する見通しを持た

せる。

。ＶＴＲや学習帳は，事前に準

備しておく。

ｏコオロギやバッタなどのすみ

かなどについて場面‘構成をし，

すみかの違いなどを比較させる

ことを通して，野外学習への輿

味を高める。

ｏ採集の道具は，場面構成の巾

で気づかせる。

備考

･お天気表

。ＴＰ

・スライド

・ビニール袋

･虫かご

・昆虫標本

・ＶＴＲ

･学習帳

｡野外観察計画

表

｡絵カート

｡捕虫網



(3)野外学習に出かける。

○ 野山の観察

(4)採集したものを整理する。

○ 植物標本

○ 昆虫の飼育

3．合同宿泊学習について話し合う。

○ 計画調べ

● 日程・場所・持ち物

● グループ分け

「 ーー一－一一ーー一一ー一ー一一一一一一丁

|合同宿泊学習に参加する。Ｉ
Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－０

４秋の農作物を調べる。

(1)秋に収穫できる農作物を調べる。

○ 実習農園の様子

● いもの育ち方

(2)秋の果物を調べる。

○ 店頭などで見かけるもの

○ よく食べる果物

’
5．いもほりに出かける

○ いもほり

。

高等部１０月

○

○

○

○

○

○

校内での採集や模擬採集を思

い出させ，精一杯走りまわらせ

採集させる。

お互いの採集物を見せ合い，

賞賛させ，標本などをつくらせ

る。

８ミリなどで昨年の様子を思

い出させ，宿泊地での生活につ

いて考えさせる。

現地では，自然探索を中心と

した体力づくりコースを設定し，

野山を元気よく歩き通させるよ

うにする。

自分たちの実習農園の観察を

通して，実りの秋について気づ

かせる 。

青果店など自分の身近に出ま

わっている果物を調べさせ，秋

には多くの果物が収穫できるこ

とをわからせる。

○ 春に植えつけたさつまいもを

○

収穫することを通して，秋は農

作物が収穫できることに気づか

せる ◎

自分たちのグループが植えた

うねをほらせることを通して，

収穫への意欲を持たせる。

－１７３－

● ビニール袋

● 虫かご

･捕虫網

●

●

●

●

図 鑑

新聞紙

飼育箱

８ミリ

・スライド

● 合同宿泊学習

計画表

● 果物類



高等部１０～11月

常

－１７４－

"’Ｍ・実際の職場で働く心構えをもたせ,与えられた催蕊を責綴
一一

P

’をもって果たそうと･す･る意欲を高める。

’。実際の体験をもとに禽分の立場をわからせ，まわりの人々 ’

学押活助・内窓

1．職場実謂について話し合う。

と協調して仕事をすすめることができるようにする。

(1)職場実習の心機えについて話し合う

ｏ実詞の意義

ｏ実調での目標

ｏ職場で注意すると.と。

(2)後期の実習計画をしらべる。

。実習する職場

ｏ期間や就労時間

ｏ仕事の内容

ｏ実習職場の名称や所在地

2．必要な準備や練習をする。

(1)必要なものを調べる。

ｏ実科日誌

ｏ持ち物……作業服，弁当，手袋

マスク，はき物，タオル等

(2)必要なことを練課する。

ｏＩ』誌の記入と提出のし方

。あいさつのし方

。作業との届けや報告

ｏ具合の悪いときの処置

○電話連絡のし方

ｏ作業服の潜脱，持ち物の整理

3．職場訪問をする。

(1)訪問の計画をたてる。

ｏ期日，時間

ｏ訪問のⅢ1序と経路

｜
Ⅱ

職 場の生活

<２０）

１，

隙

留意点（「動き当の手だて）

Ｏこれまでの実習でよくできた

ことやうまくいかなかった事例

を対比させ，すすんで問題を見

つけたり，発表し浅・りできるよ

うに資料を準備する。

ｃ実習職場への配置;ま，これま

での作業学習や生活態度飯どか

ら能力差を考慮して，実稗先に

応じた編成をする。

ｏ実稗日誌つづりや持ち物の記

ＶＴＲ

スライ

・写真

。巡凹指導記録

簿

・職場実習計画
酢
②
・
五
富

｡市内地図

名などを通して，実調への動機・実習日誌

づけを図る。

ｏ－Ｌｉの生活の中から搾業内容

や反省・感想などを模擬的にと

り扱い。ｒ１誌の記入のし方を碓

認する。

ｏ実際に近い場面設定により，

現場での対処のし方をわからせ

る値

・作業服等

タイムカ

模型電話

作業服

。前期の実習経験をもとにしてり・実習職場-一覧

職場実習の態度について話し合

わせ，見学のきまりをきめさせ

る。

表

備考



(2)職場訪問をする。

○ 自己紹介

○ 出勤したときのようす……タイム

カード り ロッカー ， 控え室等

０ 働くようす……服装，姿勢，仕事

内容

０ 就労時間や出勤・退社時刻

4．通勤訓練をする。

○

○

Ｆ

１

交通機関と通勤方法

出勤時のようす

－１

職場実習へ行く。

lＬ－－ _－．．－－－－－－－－－-----.-.」

5．実習の反省をする。

(1)報告会の準備をする。

ｏ計画……期日 ， 参加者，会場

○ 日誌の整理と発表内容

(2)実習報告会を開く。

０ 体験発表，意見や感想

(3)お礼状を出す。

○

０

○

お世話になった人……氏名や住所

感謝の表わし方

手紙書きと投函

６校内実習について話し合う。

(1)計画をたてる。

○ 期間，作業内容，仕事と分担

(2)準備をする。

○ 道具や材料の準備と点検

○ 作業場の設営
「一一一一一一一一一一‘ー－－－－－．－－可

Ｌ一埜四_室習垂丈至2-」

7．校内実習の反省をする。

高等部１０～11月

○ 働く人のようすを具体的につ

かませるために，グループごと

に見学の観点を話し合わせ，課

題意識をもたせる。

○ グループごとに見学のまとめ

を話し合わせ，わ力〕 つ たことを

発表させる。

○ 保護者との連絡を密にして，

実際の通勤時間帯に実施するこ

とにより，通勤状況を確認する〈

○ 職業安全所や協力職場の人た

ちの話を聞く機会を設けるよう

に計画する。

○ 実習日誌や写真などをもとに

して ， 経験したことや反省など

をまとめさせる。

○ 実習を通して一人ひとりの良

かつた面を激励し，すすんで発

表する意欲をもたせる。

○ 作業場，準備する道具，材料

などの環境設定をできるだけ生

徒の手にまかせる。

○ 実際の職場の形態に近い雰い

気の中で仕事のきびしさを体験

させ，他と協調し，根気づよく

働く態度を育てる。

－１７５－

● メモ用紙

・カセットテー

プ

・カメラ

･連絡網

・スライド

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

８ミリ

写真

実習日誌

作文用紙

名刺

封筒

便笑

切手

グラフ用紙

納品書

出来高記録表

実習日誌

タンボール箱



高等部 １２月
－－

－１７６－
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学習活動・内容

1．冬の生活について話しあう。

<1）気候について調べる。

ｏ気温の変化

。野山の変化

(2)冬の健康について考える。

。冬の病気とその予防

｡暖房器具の取り扱い

。屋内，屋外でのすごし方

2．年末のようすについて調べる。

(1)街の見学について話しあう。

。日時，見学先，班編成

見学の準備をする。

ｏチラシや大売出し

。買い物の計画

年のくれ

(２０〉

目
標

年のくれの家庭や社会の生活のc矢うすを調べることにより社

社事象への関心をもたせ，積極的に行事への参加ができるよう

にする。

悪意点（ｊ~動き」の手だて）

。気温や服装，樹木のようすな

ど夏と比較して考えさせ自然の

移り変わりをわからせる。

。季節を代表する生活肘品を準

附したりして季節感をわからせ

る。

ｏ毎日のと1杯の中で:誤洗い，う

がい，衣服の調節など継続的に

実行することが予防につながる

ことに気づかせる。

。暖房器具などの取り扱いから

火災防止と換気の必要性に気づ

かせる霊

。冬の遊びを工夫し，すすんで

屋外で遊べるようにする。

。どこへ行きたいのか見学地の

選択は子供たちの希望を生かす。

。広告やチラシから買いたいも

のを探させ，買い物への関心藷

もたせる。

。買い物練習により買い物の方

法や，そのためには自分の意見

をはっきり言うことが大切だと

いうことをわからせる。

備考

°温度計

・気温グラフ

・絵力・‐卜

・浮き輪

・セーター

。キャンプの写

真

・火災予防ポス

ター‐

・ストーブ

・遊具

・チラシ

。スライド

．模擬貨幣



。日時，内容，係と役割分担

高等部１２月

・クリスマスツ

リー

・紙テープ

・色紙

・カセットテー

プ

・レコーダー

。費用については校内実習の益

金をあて，働く喜びをわからせ

る。

。買い物学習のおりに，クリス

マスのプレゼントを子供たちな

りに選んで買わせておく。

(3)街の見学をする。

(2)準備や練習をする。

。飾りつけ

ｏレクリエーション

｡会場つくり

｡招待状

－１７７－

。大売出しのようす

。買い物学習と会食 ・お金

3．クリスマス会について話し合う。

（１）計画を立てる。

4．新年の準備をする。

（１）すすはらいをする。

。教室内外のそうじ

。待ち物の整理

・ＶＴＲ

・スライド

･作業用具

ｏクリスマス会の計画の大筋は

学部生徒会で工夫，立案させる。

。昨年の会を思い出させながら

できるだけ子供たちで主体的に

見通しを待たせて活動させる。

ｏ一人ひとりの意見を聞きなが

ら，ひとり一役を割りあてさせ

自分たちでやってゆくのだとい

う気待ちをもたせる。

。１年のしめくくりをして清新

な気持ちで新年を迎える気持ちを

もたせる。

(3)クリスマス会をする。

(2)正月の飾りつけをする。

。門松，しめなわ，もち

１
１
１
１

・飾りもち

・門松

・しめなわ

。他教科との関連をはかりなが

らすすめる。

。生徒会を中心として主体的に

協力しあって楽しくやらせる。



高等部 1 2月

－１７８－

単
元
名

学習活動・内容

1．新しい雄について話し合う。

(1)冬休みの思い出を発表する。

ｏ楽しかったこと。

ｏがんばったこと。

(2)新年の希望や抱負を話L,合う。

ｏ新年の見通し

。個人目標

･学級目標

(3)３学期の係について話し合う。

○必要な係や仕事内容

○仕事の分担

ｏ係の交代

(4)新春の行事をする。

ｏ鏡びらき

ｏたこあげ大会

2．お年玉について話し合う。

(1)お年玉調べをする。

〔〕金額

ｏ小使い帳の見方，つけ方

(2)お年玉の使い方について話し合う。

(3)貯金の方法を調べる。

ｏ貯金の意味

ｏ貯金する機関（銀行，郵便局他）

(4)郵便局を見学する。

ｏ業務内容

ｏ預金のしかた

新しい年

(３５）

目
標

ｏ新年を迎えた希望や抱負を語り，その実現に向かって活動

できるようにする。

ｏ身近な地域社会に目を向けさせ，すすんで社会に貢献しよ

うする態度を育てる。

留意点（「動き」の手だて）

休み中の課題帳や日記などを

もとに，年末年始の諸行事や人

との応対を叩心に発表させる。

３学期の主な行事や上学姪へ

の進級を知らせ，新年の見通し

やそれぞれの膳覚をもたせる。

１，２学期の係組織や実践の

ようすなどをもとに係の仕事を

考えさせ，３学期の係活動への

見通しを持たせる。仕事は能力

に応じて－．人一一役の分担をする。

行事を通して新春の喜びをも

たせる。

お金の種類，分類，読み方，

計算，記帳など，一人ひとりの

能力に恥じた学習内容を考える。

模擬貨幣や実際の貨幣等を使

って具体的に調べさせる。

郵便局を見学させ，預金高の

記入方法や窓口への出し方，通

帳の受けとり方などを実際に体

験させながら，預金のしかた等

審理解させる。

備考

1．めあて表

1.係組織表

|・模擬貨幣

・実貨幣各種

・通帳

・預金伝票

･払房伝票など



・ＶＴＲ

高等部１～２月

(2)○○園について話し合う。

ｏ場所，交通機関など

ｏ園内の様子

個人的な購入だけでなく，家

庭や社会に役立つ使い方を考え

させる。

･お年玉で買っ

た品物

(5)お年玉の有効な使い方を考える。

ｏ自分の買い物

ｏ社会に役立つ使い方

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ

０

･手紙セット他

－１７９－

･写真

･交換したプレ

ゼント

ｏ写真や交換しあったプレゼン

トなどをもとに交歓会のようす

を思い出させる。

3．地域との交流をする。

（１）今までの交歓会について話し合うｂ

ｏ他校との交歓会のようす

ｏＶＴＲやパンフレット，地図

等をもとに交流園の様子を概観

させる。

ｏ交流園では園内の人々とすす

んで楽しく会話ができるように

話の要点をまとめさせておく。

(3)訪問の準備をする。

ｏ期日，日程など

ｏ訪問内容の検討

・共同作業，レクリエーション

・茶話会，プレゼントなど

ｏ製作や練習の日程計画

。グループ編成

ｏ製作や練習

・プレゼントつくり

・歌や合奏，劇の練習

・小道具づくり

･地図

(5)訪問の反省をする。

ｏ反省会

○あいさつ状書き

・パンフレット

・プリントｏ期日，日程等はあらかじめプ

リントしておき，計画を立てや

すくしておく。

ｏ訪問内容は今までの学習経験

を生かせるものを考えさせ，自

主的に準備しようという意欲を

育てる。

ｏ個人製作，グループ製作，全

体製作など，それぞれの能力に

応じて製作させる。

ｏ製作や練習の時間等は他教科

との関連を図る。

(4)○○園を訪問する。

･計画表

ｏ特に園内の人々との関係で印

象に残ったことを発表させる。

ｏそれぞれの能力に応じて，絵

かき，なぞり書き，文章表現な

どを書かせる。

･製作例

IfL讃
･楽器類

・プレゼント他



高等部２～３月
－

－１８０－

、

うじ

f'１

'学習活動，内容

１．－年間の反省をする。

(1)学級。学部の歩みを思い出す。

ｏ主な行事の反省

｡楽しかったこと，がんばったこと

。学級・学部の１０大ニュース嘉決

める。

(2)自分の歩みをふりかえる。

ｏ身長，‘体重の変化

。健康の状況

ｏ係活動

２文集作りをする。

(1)計画を話し合う。

｡形式。内容。表紙

②製作の準怖をする希

。係と分担。原稿。清書

｡編集

(3)製本する。

。印刷。製本

3．お駅れ発表会をする。

<l）お別れ発表会について話し合う。

。昨年の発表会の思い出

。今年の計画

もうすぐ進級

(３２）

目
隙

学習のまとめを発表したり棚力し合って作品を整理したりす

る活動姦通しで･年間をふりかえり，新年度への心がまえをも

たせる。

留意点（「動き』の手だて）

ＶＴＲやスライドなどで，い

ままでの主な出来事を思い拙さ

ける。

行事ごよみなどをもとに印象

を新たに:,･て進んで発表させる。

行事ごよみなどの製作を通し

て印象に深かったことを順序よ

く反省し内分の考えを発表させ

る。

グラフ化しておたがいに比較

し合い個人ぎとの成長のあゆ

みに気づかせる。

一年間の思い出や新学年の抱

負なき能力に応じて絵や文章で

表現させる。

日常の学習で保管されている

作文，日誌等にもとづいて思い

おこさせ製作の過程ではみんな

と協力して作りあげる喜びを味

わわせる。

昨年の発表会のＶＴＲ，８ミ

ｿなど利ｊ・・jして思い出させ発表

会への意欲づけを図り見通しを

もてるようにさせる。

備考

ＶＴＲ

スライド

８ミリ映写機

行事ごよみ

．ご

写真

行事力

磯

表
薄
写

身体測定

グラフ

健康観察

作文用紙

画用紙

用紙

『；誌

作文

ＶＴＲ，

８ミリ映



高等部２～３月

－１８１－

(2)学部の出し物を決める。

。 劇や合奏。展示物

(3)発表会の準備や練習をする。

｡

０

⑨

。

◎

係り分担。グループ編成

小道具づくり

案内状づくり

場面練習

全体練習

Ｆ一一一ー一一一一ー一ー－－一･ー一

お別れ発表会に参加する。

Ｌ－－－－－－－－－－－－．－－－－

１
１
１
１
１
１
Ｊ

4．お別れ発表会の反省をする。

5．新学年度の準備をする ０

(1)進級の抱負を発表する。

・がんばったこと。

⑨

◎

やってみたいこと

注意すること。

(2)作品の整理と保管

◎

⑨

美術の作品

作業学習等の作品

(3)教室の整美

０ 大そうじ

０

０

０

◎

、

既習経験を生かしたものを取

り入れるようにさせる ◎

自らの希望や話し合いIこよっ

て役割分担をさせ協力しなけれ

ばならないことに気づかせる。

全員参加をたてまえとして，

グループ活動を多くし一人一役

を割り当て自分の活動の必要性

をわからせる。

練習のきまりを自分たちで決

めさせ積極的に参加させる。

。セリフを考えたり，小道具を

０

◎

◎

０

◎

◎

作ったりすることを

とりくませる。

， みんなで

自由な表現を大切にしてのび

のびと発表させる。

各グループごとに発表させ，

上手にできたところは全員で認

め合い賞賛しあわせる。

せ

個人ごとの長所に目を向けさ

９ おたがいに賞賛し合って新

年度への動機づけをする。

一年間に作りあげた作品を整

理しながら，がんばったことな

どを確かめ合わせる。

作品によっては，整理の仕方

等のちがいに気づかせる 。

そうじを通して一年間世話に

なった教室に感謝の気待ちを考

えさせる。

●

●

●

●

●

本
器
品

台
楽
作

小道具

用紙

・作文用紙

●

●

●

作 品

製作物

作業服




